
災
害
か
ら
の
教
訓
を

積
み
重
ね
た
日
本
の
技
術

げ
る
の
が
耐
震
で
、
地
震
の
衝
撃
を
吸

収
し
て
建
物
に
伝
わ
ら
な
い
よ
う
に
す

る
の
が
免
震
。
建
物
を
支
え
る
柱
に
、

金
属
板
と
ゴ
ム
を
重
ね
合
わ
せ
た
免

震
装
置
を
取
り
付
け
る
の
で
す
が
、
日

本
に
は
そ
の
高
い
技
術
が
あ
り
ま
す
」。

そ
う
話
す
の
は
、
日
本
の
大
手
建
設
会

社
の
一
つ
、
大
成
建
設
株
式
会
社
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
ケ
ア
推
進
部
耐
震
推
進
室

の
杉
崎
良
一
さ
ん
。
こ
の
日
の
講
義
の

講
師
だ
。

　「
建
物
を
支
え
る
す
べ
て
の
柱
の
一

部
分
を
切
断
し
、
そ
の
間
に
免
震
装
置

特集 防災
悲しみを繰り返さない

を
埋
め
込
む
イ
メ
ー
ジ
で
す
」。
そ
の

説
明
を
聞
き
、「
柱
を
切
断
し
て
も
、

建
物
を
支
え
ら
れ
る
ん
で
す
か
？
」「
安

全
性
に
問
題
は
な
い
ん
で
す
か
？
」と
、

研
修
員
か
ら
次
々
と
質
問
が
飛
ぶ
。

　
地
震
大
国
の
日
本
は
、
過
去
の
教
訓

を
生
か
し
、
建
築
分
野
で
さ
ま
ざ
ま
な

防
災
技
術
を
生
み
出
し
て
き
た
。
１
９

７
８
年
の
宮
城
県
沖
地
震
を
契
機
に
建

築
基
準
が
見
直
さ
れ
、
81
年
に
は
「
建

築
基
準
法
」
を
改
正
。
大
地
震
か
ら
人

命
を
守
る
た
め
、
よ
り
厳
し
い
耐
震
基

準
が
設
定
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
95
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震

災
で
は
約
６
０
０
０
人
も
の
犠
牲
者
が

出
た
。
そ
し
て
、
死
因
の
９
割
は
建
物

の
倒
壊
に
よ
る
圧
死
。
古
い
耐
震
基
準

で
建
て
ら
れ
た
建
物
に
被
害
が
集
中
し

て
い
た
。
そ
こ
で
、
同
年
に
は
新
た
に

「
耐
震
改
修
促
進
法
」
を
制
定
し
、
81

年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
建
物
に
つ
い

て
、
全
国
で
耐
震
化
に
取
り
組
ん
で
き

た
。

　
し
か
し
、
日
本
と
同
様
に
地
震
が
多

く
起
き
て
い
る
開
発
途
上
国
に
と
っ

て
、
建
築
を
防
災
に
つ
な
げ
る
の
は
ま

だ
こ
れ
か
ら
。
そ
こ
で
今
回
、
研
修
員

た
ち
は
世
界
に
誇
る
日
本
の
建
築
防
災

を
学
び
に
き
た
の
だ
。

　
そ
の
中
に
は
、
２
０
１
０
年
１
月
に

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
の
ハ
イ
チ
地
震
を

経
験
し
た
研
修
員
も
い
る
。
ハ
イ
チ
鉱

山
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
の
サ
ン
テ
ロ
ワ
・

モ
イ
ズ
さ
ん
だ
。「
ハ
イ
チ
で
は
こ
こ

２
０
０
年
、
大
規
模
な
地
震
は
起
き
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
人
々
は
防
災
の
知

識
が
な
く
、
屋
外
へ
避
難
せ
ず
に
建
物

の
下
敷
き
に
な
っ
て
亡
く
な
っ
た
の
で

す
。
今
後
に
備
え
、
建
築
防
災
の
知
識

を
持
ち
帰
り
た
い
」と
意
欲
を
見
せ
た
。

　
講
義
の
後
、
一
行
は
東
京
都
荒
川
区

役
所
へ
。
68
年
に
建
て
ら
れ
た
荒
川
区

役
所
は
、
国
の
耐
震
診
断
に
よ
り
補
強

が
必
要
と
判
断
さ
れ
、
２
０
１
０
年
か

ら
改
修
工
事
が
行
わ
れ
た
。
こ
こ
で
取

り
入
れ
ら
れ
た
の
が
免
震
技
術
。近
年
、

既
存
の
建
物
に
免
震
装
置
を
取
り
付
け

る
技
術
の
導
入
が
進
ん
で
い
る
。

　
地
下
一
階
の
駐
車
場
に
行
く
と
、
免

震
装
置
が
取
り
付
け
ら
れ
た
柱
を
実
際

に
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
し
た
免

震
装
置
77
台
が
７
階
建
て
の
区
役
所
を

支
え
て
い
る
。

　「
驚
く
べ
き
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
し

ょ
う
」。
こ
の
工
事
を
担
当
し
た
杉
崎

さ
ん
の
言
葉
に
、
研
修
員
の
間
に
緊
張

　
　
　
　
　
　
　

　「
え
え
っ
、
柱
を
切
断
す
る
ん
で
す

か 

　
」

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
京
の
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

に
、驚
き
の
声
が
響
き
渡
っ
た
。
タ
イ
、

イ
ン
ド
、
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
、
ア
ル
ジ

ェ
リ
ア
、
ハ
イ
チ
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ

ン
な
ど
、
12
カ
国
か
ら
集
ま
っ
た
研
修

員
が
目
を
丸
く
し
て
い
る
。
彼
ら
が
学

ん
で
い
る
の
は
〝
免
震
〞
技
術
だ
。

　「
建
物
が
倒
れ
な
い
よ
う
強
度
を
上

現
場
を
訪
れ
て

そ
の
目
で
学
ぶ

が
走
る
。「
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し

た
時
は
、
ま
さ
に
工
事
の
真
っ
最
中
。

77
本
の
柱
の
う
ち
８
本
は
切
断
さ
れ
、

数
枚
の
鉄
の
プ
レ
ー
ト
だ
け
で
建
物
を

支
え
て
い
ま
し
た
。
私
も
心
配
で
す
ぐ

駆
け
つ
け
ま
し
た
が
、
工
事
中
の
地
震

も
想
定
し
て
い
た
た
め
問
題
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
」。

　
杉
崎
さ
ん
か
ら
そ
う
聞
き
、
思
わ
ず

悲
鳴
を
上
げ
た
研
修
員
も
。
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
住
宅
・
都
市
開
発
省
の
ナ
イ
リ
・

ム
ニ
ー
ル
さ
ん
は
、「
信
じ
ら
れ
な
い
！

日
本
の
技
術
は
本
当
に
す
ご
い
」
と
驚

き
を
隠
せ
な
い
様
子
だ
っ
た
。

　
５
週
間
の
研
修
で
は
、
日
本
全
国
の

さ
ま
ざ
ま
な
防
災
関
連
の
施
設
を
視

察
。
茨
城
県
つ
く
ば
市
に
あ
る
独
立
行

政
法
人
建
築
研
究
所
国
際
地
震
工
学
セ

ン
タ
ー
で
は
、
地
震
と
津
波
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
や
耐
震
診
断
技
術
、
防
火
基
準
に

つ
い
て
、
兵
庫
県
災
害
対
策
セ
ン
タ
ー

で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
地
震
を
教
訓
に

し
た
防
災
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
な

ど
、
日
本
の
建
築
防
災
技
術
の
最
前
線

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
タ
イ
内
務
省
の
シ
ン
ハ
ラ
・
ナ
ク
リ

ン
ト
ラ
さ
ん
は
、「
被
害
を
事
前
に
防

ぐ
た
め
、
研
修
で
学
ん
だ
知
識
を
参
考

に
耐
震
基
準
な
ど
を
整
備
し
て
い
き
た

い
」と
将
来
の
展
望
を
語
っ
て
く
れ
た
。

　
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に

備
え
、
建
築
技
術
を
通
じ
て
人
々
の
命

を
守
り
た
い
―
。
そ
の
思
い
を
胸
に
、

日
本
で
学
ん
だ
研
修
員
た
ち
が
力
強
い

一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

2006年のインドネシアのジャワ島中部地震で被害を受けた建物。多くの途上国では、地震に強い
建築方法はまだ普及していない

免震補強工事が行われた荒川区役所を視察。「地震
の時に室内に衝撃を伝えない構造です」と説明する杉
崎さん（左手前）

人々の命を守る建築技術
地震、津波、火災などの災害に強い建物こそ、

人の命を守ることができる―。
日本が持つ最先端の建築防災の技術を学びに、

12カ国から研修員がやって来た。

つくば市の建築研究所で、実験施設を視察し
ながら日本の防火基準を学ぶ

！？

兵庫県災害対策センターでは、阪神・淡
路大震災からの復興と東日本大震災の
被災地への支援について講義を受けた

荒川区役所の免震補強の工事中の様子。柱
の周りを仮設のプレートで支えながら柱を切断
し、免震装置を取り付けているところ
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